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６ 附属施設等

（９）附属学校運営委員会

① 設置の趣旨（目的）及び組織

ア 組織設置の趣旨（目的）

附属学校運営委員会は，附属学校の管理運営の基本方針及び大学と附属学校の連携等に関する事項に

ついて調査検討することを目的としている。

イ 組織の構成及び構成員等

附属学校運営委員会は，学長が指名した副学長１人，専攻長，附属学校長，附属学校副校長，事務局

長，その他学長が指名した者若干人で組織している。委員長は，学長が指名した副学長をもって充てて

いる。

② 運営・活動の状況

ア 委員会等の開催状況

委員会は，年３回開催した。

・ 第１回 平成30年５月29日（火）

・ 第２回 平成30年12月17日（月）

・ 第３回 平成31年３月18日（月）

イ 審議された主な事項

附属学校運営委員会は，主として次の事項について審議した。

ⅰ） 平成30年度年度計画に係る実施計画

ⅱ） 平成31年度年度計画案の作成

ⅲ） 附属小学校通級指導教室の設置

ⅳ） 附属幼稚園預かり保育利用料の改定

ⅴ） 平成30事業年度の業務実績に関する自己点検・評価

ⅵ） 国立教員養成大学・学部，大学院，附属学校の改革に関する有識者会議報告書に基づく附属学

校の対応

ウ 重点的に取り組んだ課題や改善事項及び前年度の検討課題への取組状況等

ⅰ） 国立教員養成大学・学部，大学院，附属学校の改革に関する有識者会議報告書に基づく附属学

校の対応について，附属学校運営委員会の下に２つの専門部会を設置し，課題・問題点を抽出

した。

③ 優れた点及び今後の検討課題等

ⅰ） 附属小学校に障害のある児童が通常学級に在籍しながら別室で特別な指導を受けるための通級指導

教室（ポプラルーム）を設置した。

ⅱ） 国立教員養成大学・学部，大学院，附属学校の改革に関する有識者会議報告書の提言の対応を検討

し，対応可能なことは即座に実施し，遅くとも平成33年度末までには結論をまとめる必要がある。

附属学校運営委員会の下に設置した専門部会で検討した課題・問題点をどのように解決し，具体の

取組につなげていくかが今後の課題である。

ⅲ） 児童・生徒の不登校や，校内での種々の問題行動等の対応のため，臨床心理に専門的な知識・経験

を有する専門家をスクールカウンセラーとして配置する等，学校のカウンセリング機能の充実が求
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められている。


